
瞳掴
、畠語（勉語）藍山陸源方言調査報告

1 .言語調査概要

1 . 1 調査時期と遂行地点

本稿は2013年度神奈川大学アジア研究センター共同研究調査助成を受けた共同研究「湖南省藍山県

過山系ヤオ族の儀礼知識に関する言語学的研究」に於いて、筆者がミエン語（漢語での表記は勉語）藍

山匿源方言について行った言語調査の報告である。

本共同研究において筆者が行った言語調査の時期と遂行地点、インフォーマントは以下のとおりであ

る。

①予備調査 ：2013年9月から 2014年1月にかけて、東京大学駒場キャンパスにて行った。インフォーマ

ントは中国湖南省藍山県匪源郷湘藍村出身の趨付佑氏（1986年生まれ。女性）。

②本調査： 2014年8月に当該方言が話されている藍山県匪源郷湘藍村において行った。

2014年8月8日14時～ 18時I J馬栄軍氏（1951年生まれ。男性）

2014年8月9日8時～ 12時 黄昌仁氏（1939年生まれ。男性）

2014年8月9日14時～ 18時 鴻運古氏（1949年生まれ。男性）

同月 10日から 13日までの毎日 8時～ 12時と 14時～ 18時 宿運古氏

一人目のインフォ ーマント候補であった鳴栄軍氏は両親ともに現地出身であり、適任者であったが、

宗教職能者であり多忙と判断されたため、半日のみの調査となった。収集語葉数は約350項目である。

二人目のインフォ ーマント候補であった黄昌仁氏は意思疎通に若干難があったことに加え、 19歳の時

点で現地に移住してきた外来者であることが分かり、適任者とは言えないと判断されたため、数時間で

調査を打ち切った。黄氏は平地ヤオ語、過山ヤオ語、広西ヤオ語、道県ヤオ語、寧遠棉花坪ヤオ語、宜

章ヤオ語、計6種類のヤオ語方言を学んだと称するが、これは取りも直さず、各地を転々としていたこ

とを物語っている。この種の話者は概して複数の言語や方言の特徴が混ざっているため、言語体系の把

握を目的とした調査のインフォーマントには不向きである。三人目の候補者である鳴運古氏も、出生地

点が現地ではなく寧遠県であることに加えて両親も現地出身者ではないため2、理想的なインフォーマ

ントたる条件を満たしているわけではなかった。しかし、他に相応しいインフォーマントが手配できる

見込みが無かったことと、そして氏が現地に移住してきたのは1歳の時点であること、更に氏の声質が

明瞭であることから、第1インフォーマントとして調査にご協力いただいた。4日半の調査に積極的に

協力してくださった氏に感謝申し上げる 3。本稿で取り上げる言語データは、全て2014年8月の本調査

に於いて宿運古氏から得たものである。

鴻運古氏の言語使用状況について、ここで略記しておく 。職業は農業、学歴は小学までである。幼少

期の使用言語はミエン語、現在の使用言語はミエン語と官話（漢語系諸語の一大言語）である。筆者が

観察した限りでは、家庭や集落ではミエン語を専ら使用している。匪源郷はミエン語を母語とする世帯

1 現地時刻。以下同じ。

2 父君は江華ヤオ族自治県、母君は寧遠県の出身。両県はともに藍山県の隣県である。

3 筆者の現地での調査に先行して、 2014年3月に東京大学大学院人文社会系研究科の大学院生である漬田武志氏にイン

フォーマント候補者各位の出生年、使用言語、人柄についての聞き取りを行っていただいた。この場を借りて感謝の

意を表したい。
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と官話を母語とする世帯とから成るため、中華人民共和国の国家語である普通話を除くと、郷内の使用

言語は通常ミエン語と官話の2種類である。ミエン語世帯の構成員は母語の他に、概して幼少期から官

話に日常的に触れており、郷全体としては二言語使用社会となっている。

1. 2 調査票と調査方法

用いた調査票と調査方法は、予備調査と本調査とで同ーのものである。

調査票には 『江華勉語研究』317～ 406頁所収の「詞葉附録」を用いた。収録語葉項目数は約2100で

あるが、内数項目は複数箇所に重複して記載がなされている。「詞嚢附録」は学術界の公的認知を得た

調査票ではなく、ー研究者がミエン語の方言比較のために語嚢項目を列挙した私的なリストではあるけ

れども、 4地点の方言語形が国際音声記号（IPA）で併記されている。4方言の内3つは藍山に隣接する

県の方言 （江華県湘江と両合河、寧遠県棉花坪）である。そのため、得られた語形を方言論から考察す

る上で便利であり、またインフォーマントが語形を思い出せない場合、リストに記されている方言語形

を調査者が国際音声記号に従って発音することで想起させことが可能である。「調嚢附録」を使用した

理由はこの2点の利便性に在る。なお、列挙されたミエン語の語棄の多さでは、「調葉附録」は 『漢落

簡明分類調典：勉語』（1992年刊）を除くと最多なものの一つであり、ミエン語の方言問語嚢対照表と

して有名な『苗瑳語方言調葉集j(1987年刊）よりも収録項目数は多い。

調査方法は面接調査によった。調査者（即ち筆者）がインフォーマントに「調葉附録」に記載される

語葉項目について現地の方言形式を尋ね、インフォーマントが挙げた語形を調査者が聴覚印象に基づい

て国際音声記号で書き取った。これは言語体系の記述を目的とした調査で用いられる伝統的な調査方法

である。約36時間に過ぎない鴻運古氏との本調査で、「調葉附録J収録の約2100項目に対する記録を完

遂できたのは、趨付佑氏との予備調査で全く同じ作業を一度行っていたからに他ならない4。語棄の記

録という作業は、対象言語の音韻体系の複雑さやインフォーマントの適性によって、その速度が大きく

左右されるとは言え、 J馬運古氏との本調査は相当順調に進んだと言ってよかろう 5。その一方で、漢語

で記された調査票を用い、調査者が漢語（普通話）で質問したことが原因で、語義についての意思疎通

を行うことの難しさを感じる場面も有ったことを記しておきたい。

2.中国湖南省藍山県の地理と言語分布状況6

藍山県は湖南省最南部の永州地区、その中でも南端に位置する。藍山県城から北乃至北東の方角には

若干の丘陵が点在する平地が広がっている。この平地は北は寧遠県中部・新田県中部が北限となってい

るが、北東は嘉禾県全域・桂陽県中部を経て永輿県へと延びている。県城から南の方角を望むと、そこ

見えるのは南嶺山脈の大動脈であり、いわゆる華中と華南を分かつ境界線である。大部分が海抜800m

以上であるその山中に置かれているのが所城鎮・紫良ヤオ族郷・大橋ヤオ族郷・荊竹ヤオ族郷・紫洞ヤ

オ族郷といった郷鎮である。南の県境は広東省連州地区との省境ともなっており、大橋ヤオ族郷と荊竹

ヤオ族郷の河川が珠江水系に属する他は、ほぼ全ての水脈は長江水系に属している。

県の北西は同じく永州地区に属する寧遠県、南西はやはり永州地区に属する江華ヤオ族自治県と接し

ている。藍山・寧遠・江華三県の接する境界には峻険な九疑山地が横たわっており、寧遠県境内に位置

する最高峰「番箕嵩」は標高1959mに達する。この九疑山地も南嶺山脈の一部分である。匪源郷はこの

九疑山地の北東部の山中に位置しており、そのため藍山県城から匪源郷湘藍村までの直線距離は僅か

4 趨付佑氏には予備調査にご協力いただいただけでなく、本調査に於いて筆者とインフォーマントの意思疎通を帯助し

てもいただいた。心からお礼を申し上げる。

5 例えば、戴 （2008:170, 172）は雲南省のロロ語について調査が順調に進んだ例として、「IO日ならずして2000語余り 」「20

日間で2700語と、語構成や文法に関する言語データ」の記録ができたことを記している。

6 藍山県の地形についての説明は 『湖南省地図集（内部発行）Jから筆者が読み取ったものである。
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lOkmであるにも拘わらず、移動には自動車を使用しても 1時間程を要する。

藍山県の言語分布状況についての、公にされた信用できる情報は殆ど無い。恐らく、羅（2002）が唯

一のものであろう。『藍山県誌』「方言J(668-673頁）に記される情報は、あまりにも簡略であり、且つ

言語の位置づけや専門用語の定義に明らかな誤認が見られるため、あまり有用なものとは言えない。例

えば、「方言」と「次方言」として「西南官話jと「土話Jを挙げているが、この両者はそもそも言語

種が異なるため、「方言」と「次方言」という関係にはない。「次方言」とは中国の言語学で「方言」の

下位分類として用いられる概念であり、分類学上1方言グループに属する方言群を意味する。例えば「官

話」とその中の一種である「西南官話」や「東北官話」が、また「西南官話」とその中の一種である「桂

柳片Jや「湘南片」が「方言」と「次方言」の関係である。

筆者が現時点で把握している藍山県の言語分布状況は次のようなものである。県全体としては、リン

ガフランカである西南官話が共通語としての地位を占めている。これは「官話」ゃ「漢話Jと呼称され

ている。郷鎮レベルでは、県中北部には「土話Jと総称される言語が分布しているが、少なくとも音韻

面で村毎に相当の違いが見られる。また、「土話」が存在せず「官話」が使われている村も少なくない。

「土話」の言語系統に於ける帰属は尚議論が続けられるべき課題であるが、中国の漢語学界では漢語の

一種と見なされ、ヤオ語学界では漢語の一種と見なす研究とヤオ語の一種と見なす研究とが有る。一方、

県中南部にはミエン語が分布しており、「稽話jと総称されている。「士話・官話」対「落話」という言

語分布の構図が、平地対山地という地形の構図、そして中北部対中南部（即ち、北方に開けた前庭と、

南に広がる母屋）という政治地理の構図と基本的に符合することは、当県の歴史的な成り立ちを考察す

る上で重要だと思われる。

より転載。筆者が湘藍村の位置に．を加えた）
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3.匪源方言の声母・韻母・声調

本節では2014年8月の本調査に於いて鳴運古氏から得たデータに基づき、匪源方言の声母、韻母、声

調を示す。記述に当たっては中国語学の用語を用いる。ミエン語の音節構造は「声母（initial)＋韻母（rime)

／声調（tone)Jで表される。声母とは頭子音を指す概念であり、音韻論で言う開始部（onset）に相当

するに韻母は頭子音に後続する部分を指し、脚韻部に相当する。声調は音節全体にかかる音の高低変

化である。

音韻表記は掲げず、音声を寛式表記（broadtranscription）でのみ掲げる。これは、記録した語嚢項目

数が約2100と少ないことに加え、韻母や声調の音価を確定するために行う、聴覚印象の似た音節同士

を照合する作業、更には音節表の作成、及びインフォーマントによるそれに対する確認という諸作業を

行うに至っていないためである。但し、声母については子音連結（consonantcluster）を認めた処理を行

い、韻頭 （即ち主音の直前に現れる渡り音） 凹と［u］は声母の一部とし、それぞれjとwで記した。例え

ば、［p1ei］は声母刊と韻母ei、［凡ω？］は声母凡wと韻母;:i？で以て記した。韻頭を声母の一部として記した

のは、中国に於けるミエン語研究の慣例に暫時倣ったに過ぎず、必ずしも声母の一部と見なした音韻解

釈が最も理想的な体系を導き出すと考えているわけではない。

3. 1 声母

確認された声母を表にまとめると表1のようになる。表には子音連結を含める。

［表 l］声母（表内の「調音部位」と「調音方法」は、 wとjwを除き 1つ目の音的要素についてのもの）

＼調音方法 破裂・破擦音 摩擦音 鼻音 接近音

無声 燕，~戸τ企＂ 有声 川必胃ず、戸τ三＝ 有戸 鉦声 有声 鑑声

調音部ふ 無気 有気

p Ph b f ロ1 ijl 

唇 pj p~j 同 可 mョ ijlj 

pw phw bw fw mw ijlW 

t th d n IJ 

歯茎 tnj dj 町 。j り
tw dw 。w lw 

ts tsh dz s 

歯茎 tsj tsnj d勾 sj 

tsw tshw dzw SW 

前部硬口蓋
ti;; tch dz 凡 !.¥ 
tcw tchw dzw cw 凡w 九w

軟口蓋
k kb g I) 。
kw khw gw 。w
？ h 

声門
百～j 同
w hw 

jw hjw 

説明：

①有声摩擦音の存在は確認できていない。

②軟口蓋音にjが後続する kj、的、回、 I)j、rjjの存在は確認できていない。

③声門閉鎖音にwが後続する？wと、 jwが後続する？jwの存在は確認できていないため、表中ではwを

?w、jwを？jwの位置に配した。
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3. 2 韻母

確認された韻母を表にまとめると表2のようになる。

［表2］韻母

同ケ -1 -u -I) -? 

a ai au al) a? 

AI) 

d di ;)U ;)I) d? 

e e IJ 
巴 ei el) e? 

I lU il) i? 

J JI) コ？
u ui UI) u? 

説明：

①表中の形式以外に、成節的子音として［叩］が現れる。

②表中の形式以外に、現代漢語からの借用語には［1］と［re］が現れる。

3. 3 声調

単音節の環境下で現れる声調は、確認された限り表3のとおりである。調類名は、漢語の調類との対

応関係を念頭に置いて筆者が与えたものである。

調値の表記には、中華人民共和国で声調言語を記述する場合に普遍的に使用されている五度法を用い

た。これは、聴覚印象に基づき、音節の開始点と終了点についてそれぞれ1（低）、 2（半低）、 3（中）、

4 （半高）、 5 （高）の数値を与え、［13]（低昇調）や［55]（高平調）のように2桁乃至は3桁（多くとも 4桁）

で以て表すものである。また、韻尾が閉鎖音によって担われる音節（いわゆる入声）では、概して音節

の持続時間が短い。この種の音節については、五度法の数値に下線を加えて表す。

［表3］声調

調類番号 調類名 調値
陰平 [44] 

2 陽平 [41] 

3a 陰上a [45] 

3b 陰上b [24～45] 

5 陰去 [13] 

6 陽去 [21] 

7a 陰入a 口三］
7b 陰入b [24 ～~ 

説明：

①調類番号4は欠番である。調類4で現れることが期待される形態素は調類1と同じ調値で現れており、

独立した調類4の存在は確認できなかった。調類4は調類1に合流していると思われる。

②調類番号8は欠番である。調類8で現れることが期待される形態素は調類6と同じ調値で、且つ開音

節で現れており、調類8の存在は確認できなかった。調類8は調類6に合流していると思われる。但し、

他の方言で調類8に属する［lai44pa21] （ダイコン）の第2音節［pa21］の末尾に、緩慢な声門閉鎖が確認された。

しかしながら、この音節の調音時間は決して他の調類6で現れる音節に比べて短くはない。

③調類7aと7bの音節では韻尾に声門閉鎖音［？］が現れる。
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4.語例

本節では、橋運古氏から得た語形を、単音節語に限定して720項目ほど示す。芦調は調値ではなく調

類番号で記した。現時点で漢語由来であると判断されたものについては、「本字」の欄に筆者が同定を行っ

た漢字を繁体字で記した。「語葉項目jの欄に漢語 （簡体字）で記した語義は、基本的に 『江華勉語研究』

「詞糞附録Jから引用したものである。

ミエン語の語棄には漢語に由来する音節が大量に含まれている。言語学者でそれを最初に指摘したの

は恐らく趨 （1930）であろう。漢語由来の音が相異なる複数の層に分かれることを指摘した先駆的研究

としてはDowner( 1973）が有名である。最新の研究としては、中国囲内の研究者による 『伺台苗謡語言

的漢借調研究』所収の論文が挙げられるが、そこではより詳細な層の区分と時期の特定が試みられてい

る。

漢語由来の音の最古層はいわゆる「上古音jの特徴を反映していると考えられている。そのため、漢

語由来の音節に対する本字の同定作業では、現代音（官話・非官話とも）・近世音・中古音・上古音に

関する数多の知識の運用が不可欠である。且つ、同時にミエン語を含むヤオ語全体の祖型 （ヤオ祖語）、

更に遡ってヤオ語と同系と考えられているミャオ語との祖型（ミャオ・ヤオ祖語）まで視野に収めて臨

むことが求められる。つまり、歴史言語学と比較言語学を方法論面での拠り所としつつ、方言学と文献

学の知識を以てこれを補うことが求められる。これは、複数の研究分野に跨がる研績を前提とするとい

うことに他ならない。古い時期の漢語の特徴を反映すると目される音ほど同定の難度は上がるため、 一

語毎に精密な検証が必要となる。そのため、本稿執筆の時点で同定に至らなかった語についても、将来

本字が同定される可能性が有ることを断っておく 。

［表4］単音節語の例

音価 （ミエン語） 本字
語義項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

p a 111 鵬 腿 （～柑）

p a 121 記 把 （～田）

p ai 13a! 操 擢 （～碗）

p ai 161 箆 箆子

p al) Ill ~H 犯 （～法）

p a? /7a/ 筆 宅

p ;:}U 121 仰 （～失）

p ;:}U 13a! 斧 斧

p ;:}U 161 部 柄 （一～牟子）［量調］

p ei Ill 包 包

p e1 13a! 比 比

p e? /7a/ ’忙

p c; 161 白 白

p c; I) 121 瓶 瓶子

p ε日 151 柄 支（ー～篭） ［量詞］

p I 161 薄 薄

p lU 121 脱落（美友～）
p コ 161 電 電子
p JI) Ill 打猪

p u Ill 手
p u 121 浸泡（～米）
p u 13a! 焼

p u 161 1昨 卵字

p Ul 121 陪 陪（～客）

7 声母については吉川 （2013）を参照されたい。
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音価 （ミエン語） 本字
語葉項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

p ui 161 背 背涌

p UI) Ill 房 禽（蜂～、蝿蚊～）

p UI) 151 放 放 （～牛）

p u? /7a/ 設 友（神子～芽）

問 a Ill 五

目 a 121 机 用手刻船

目 a l3a! 根子

凹 au 121 澗勾

pj au 13al 房子

pj au 151 胞 逃 （～抱）

凹 al) 121 花

pj 81) 13al 吹 （口～樹叶）

pj ei Ill 毛

凹 e? /7a/ 盆

凹 JI) 121 額

pj u? /7a/ 埋

pw AI) Ill 封 封 （一～信） ｛量詞］

pw AI) 13al 本 本（ー～布）［量調］

pw AI) 161 傍 扮［量調｝

pw 8? /7a/ 毘

pw ei 13a! 旗父

pw ei 151 睡
Ph a 151 。自 頭布

Ph ai Ill 皐j 削 （～果皮）

Ph ill 151 破 剖、破

Ph al) 121 棚 楼

Ph al) 13al 群（ー～人）［量詞］

Ph ei 151 泡 起 （～泡）

Ph i? /7a/ 境 野（～柴）

Ph JI) Ill 鋤
Ph Ul Ill 晒 （～稲谷）

Ph ui 151 自己 配 （～顔色）
phj 81) Ill 肺

p"j e? /7a/ j護 波（～水）、漉（～水）
phw AI) 13al 捧 捧

phw AI) 151 噴 噴（～一口水）
phw d? /7a/ t弗 担

b ai 121 却下 排列

b al) 151 揺 （～共）

b i 13al 補 朴 （～衣）

b 161 昔、

b ii) Ill 解 静子

b i? /7a/ 銅的稲糠

b J 161 頂 （～点）

b JI) Ill 栽（～木粧）

b J? 17bl 8 打 （～人）

b u Ill 雷

b u 13al 灰 （～色）

b u 151 報？ 教 （～二円）

b u 161 口袋

b ui Ill 日向

b UI) 13al 骨失
bj a 161 錬

8 鄭（2011:310-312）では 「梓」の可能性が指摘されている。
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音価（ミエン語） 本字
語嚢項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

bj ai 161 笹子

何 au Ill 缶

対 au 121 稲子

同 al) 161 光滑

切 a 161 舌

bj au 121 i芋 i芋
bj al) 13a! 翻／反 翻 （～股）

bj UI) 161 悶

bw al) Ill 唄場 （田吹JL～了）

bw AI] Ill JL娘、

bw ei 151 又不熱又不冷

f a 151 ~ （～樹）
f ai Ill 西 西迫

f ai 151 細

f al) Ill 箱 箱子

f al) 151 傘 傘

f a? /7a/ 塞 塞（肉～牙）

f al) 13a! 推（～丹内）

f e? /7a/ 撒 I西
f il] Ill ，ぃ dし、

f il] 13a! 醒 醒 （酒～了）

f J 13a! 査員 鎖（～内）

f ui Ill 火弱

f ui 13a! 寝 写

f UI) Ill 孫 弥子

f UIJ 13a! 耳ゴ、t"' 事ヨ七r、

f u? /7a/ 倒 （～木板）

fj al) 151 信 相信

fw AI) Ill 慈 松

fw ei Ill 紙 盆銭

fw i? /7a/ 錫 錫

ロ1 a Ill ，馬 弓
町1 a 161 機 抹子

町1 ai 121 有

m ai 161 買 実

m au Ill 軟

m au 151 中国 帽子

ロ1 al) Ill 仰 （～失）

町1 al) 161 望 看

町1 a? /7a/ 不 （～去）

m AI] Ill 空心（桝～）

ロ1 巴？ /7a/ 最1 剥

日1 i Ill 謎 問 （～着眼）

ロ1 13a! 草

m 161 廟 店

m J 161 磨 磨子

m ::>? /7a/ 筒（半升）［量詞］

ロ1 u Ill 弟兄

町l u 161 。自 帽子

ロ1 ui 121 毒 毒症

ロ1 UIJ Ill 蟻 蝿子

m u? /7a/ 控 （～紅薯）

m f, 161 墨 墨

ロ1 f, I] 121 膳
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音価（ミエン語） 本字
語葉項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

町1 ei 151 姑母

mj al) 121 男母

mj ;}I) 13a/ 鬼

mw AI) 121 瞭 蒙肱

mw AI) 151 日丹

mw AI) 161 銅

mw ei Ill 蜜蜂

mw 巴l 121 体

mw ei 13a/ 槌（～玉米）

rp e1 Ill 猪油、功物油

中 e1 13a/ 米 米

rpw AI) 151 膜 黒（天快～了）

a 13a/ 十I 打（～鉄）

a 151 倒（顛～）

a 161 穿（～鮭）

t ai 151 桑

t au 121 頭 失（ー～猪、牛）［量調］

t au 13a/ 斗 斗（量具）

t al) Ill 燈 灯

t al) 121 穿（～耳眼）

t al) 13a/ 鼠子

t al) 151 断（銭等軟物～）

t a? /7a/ 搭 搭（～牟）

t AI) Ill 東 京迎

t AI) 121 銅 鋼

AI) 161 木椿

t a 161 豆 豆

ei 121 旗母

au Ill 火

au 161 渡 渡（～河）

l 121 檀 嘉子

i 13a/ 酒 j酉

i 151 生句 約（～缶）

ii) Ill 日丁 蛮（蜂～人）

ii) 121 停 停（烏～在樹上）

ii) 161 塾 塾（床上～弦席）

J 13a/ 身長 戴、 身長

J 161 姐

JI) 121 糖 糖

u 121 抱（溺～仮）

u 161 毒 毒

UI) Ill 猪 猪

t UI) 161 載

u? 13a/ 得 得（～到）

a Ill 参 父来

り al) 13a/ 貼 点（～灯）

tw ai 151 封 対［量詞］

tw ai 161 代 代（九～人）［量調］

tw al) Ill JL子
tw AI) 151 頓 餐［量詞］

tw AI) 161 鈍 ’慢
tw e1 13a/ 尾巴
th au 13a/ 歪リ
th a? /7a/ 括子
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音価（ミエン語） 本字
語葉項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）
th e1 111 梯 梯子
th e・i 151 替 替

th ;}I) 13a/ 桶 桶

th 1 Ill 別 （～牙）
th i 151 跳 跳 （在原地上～）
th ::>I) Ill 湯 溺

th ::>I) 151 越 越｛量詞］
th u 151 次 次｛量詞］
th ui Ill 推 推辞

th ui 13a/ 吐 （～口水）
t"J ．、． U1 151 退 退（～色）

d a 13a/ 長（～短）

d ai 121 海

d ai 151 ーも

d au Ill 地 （天～）

d au 13a/ 低 （～下失）

d al) Ill 措 挑 （～担子）

d al) 13a/ 自（～水）

d al) 151 捨 担

d a? /7a/ 麹勝

d au 13a/ 賭 賭 （～銭）

d ;}I) 151 頂 （失上～着）、戴 （～帽子）

d a? /7a/ 皮

d 1 Ill 萄

d 1 151 吊 吊 （上～）

d i? 17bl 賜 賜

d :::> 161 用捧

d ::>I) 121 際定

d ::>I) 13a/ 鈍 純

d u Ill I架

d u 121 九

d u 13a/ 脱落 （失友～）

d u 161 濁 寂実

d U1 Ill 堆 堆［量詞｝

d UI) Ill 聾 葺

d u? /7a/ 脱 脱 （軽被採～）

dj al) 151 枚t
dj au 121 柱 柱子

dj a? 17bl j商 滴（水往下～）

dw ai 121 白薯、甘薯

dw al) Ill i墨
dw a? 17bl 芸（～失）

dw AI) 151 杖 大的根子

n a Ill 老鼠
n ai 161 ［可

n au Ill 男男

n au 13a/ 断 （崩担等硬物～）

n au 161 閑 岡

n al) Ill 蛇

n al) 121 難 ヌ住

n al) 151 冷 冷、水涼

n AI) 161 膿 豚
n au Ill 考 事基

n ;}I) 13a/ 措 （～眼泊）
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音価（ミエン語） 本字
語棄項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

n e? /7a/ 貼

n eI) 111 娘？ 母奈

n eI) 121 他

n 1 Ill 泥 土

n iI) Ill 排（～訊子）

n iI) 161 倫

n i? /7a/ 目占

n J 161 互主

n ::JI) Ill 只（ー～潟、鴨）［量詞］

n ::JI) 121 叶子

n Ul 13a/ 擦（～眼泊）

n UI) 121 濃 被（茶～）

町 dU Ill 担 翻（～股）、側（～辻股去）

町 dU 13a/ 担 担（～脚）

町 d? /7a/ 担 拍

。 aI) 151 仮

。 a? /7a/ 点（～失）

思 AI) 13a/ 同（～嘆）

。 eI) 151 怜 提（～桶水）

則 a Ill 抜（草）

則 d? /7a/ 跳 （単脚～）

a Ill 備巴

a 161 笠 斗笠

ai Ill 莱

ai 121 穣 空夢僅

ai 161 利 鋒利

au 121 久

aI) Ill 欄 合

aI) 121 人 ↑（一～人）［量調］

aI) 161 H京 隙（～衣服）

AI) 151 好（～人）

AI) 161 用

dU 161 漏 漏（房屋～雨）

dI) Ill 掬（ん人口袋里～）

t: I) 161 双（一～鮭、抹）［量詞］

iI) 121 田 田

コ 121 鍵 拶

コ 161 落 停（島～在樹上）

u Ill ｜日

u 13a/ 吐？ OJI吐
ui Ill 上衣

ui 13a/ 吐（苦的～出来）

UI) Ill 雨 丙

UI) 121 天

UI) 151 撒 撒

UI) 161 首L 乱

り au 161 瞭 向四周、遠慮看

り d 161 直 扶起来

り dU 121 留 留

lw aI) 121 涼 涼（天～）

lw AI) 121 輪 給（～流去）

lw e-1 Ill 寓（一～猪）｛量調｝

lw e-1 161 腰

a Ill 量（～米）
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音価（ミエン語） 本字
語葉項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

al) 111 縄子

au /3a/ 竹子

f, 151 伸 （～舌失）

巴1 151 星星

J /7a/ 抱

i? /7a/ 織 鉄

u Ill 大

u? /7a/ 携 （～金）

li al) 13al 姉 （～米）

ts a Ill 捺 抹 （～着笥膏）

ts a 161 直 直

ts ai 121 遅 返

ts al) 121 柴

ts al) 13al 甑 杯子

ts al) 161 賎 賎

ts a? /7a/ 杭子

ts ;m 13al 煮 煮（～菜）

ts au 161 箸 筏子

ts Cl!) Ill 鐘 紳

ts e1 Ill 是 是

ts 巴1 13al 紙 三氏

ts el) 121 1凡 況（～下去）

ts el) 161 乗リ 乗リ

ts l 13al 梼 調挟

ts 161 席 席

ts iu 161 澗謝（花～）

ts il) Ill 煎 月！｛

ts il) 121 脂 塘

ts il) 151 箭 箭

ts i? /7a/ 織 鋲（～布）

ts J 161 修理

ts ;)!) Ill 装 装（～木板房）

ts :i? /7a/ 捉 捉 （～湾）

ts u 13a! 等（～侯、～待）

ts u 161 盤 歯子

ts ui 121 大腿

ts UI) Ill 碍 時

ts UI) 121 叢 楳 （ー～樹、菜）［量調］

ts UI) 13al 准 准（～杵）

ts UI) 151 張 味 （ー～紙）［量詞］

ts UI) 161 追

ts u? /7a/ 粥 粥

tsj a 161 十 十

t勾 al) 121 神 神

tsj al) 151 浸泡（米）

tsw al) Ill 蒸 蒸

tsw al) 13al 様 洗（～水）

tsw AI) 151 種 神 （～菜）

tsw a? /7a/ 塞（～鼠洞）

tsw ei Ill 坐 坐

tsw ei 121 癌

tsw ei 151 臭 臭

tsh a 13al 妙、 妙 （～莱）
tsh ai 13al 採 E占
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音価 （ミエン語） 本字
語葉項目 （漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

tsh AI) Ill 恵 葱
tsh AI) 151 銃 松
tsh ;::m Ill 粗 粗

tsh ;:iu 151 床
tsh εη Ill 3富 鍋
tsh EI) 151 携 捧 （支～住）
tsh 巴1 151 棚 醐

tsh el) 121 層 毘

tsh e? /7a/ 描 描 （～秩）
tsh i Ill 車 卒
tsh i 13aJ 島 （～酒）
tsh i 151 宜 主ヰ
tsh iI) 13aJ 壬目主円 清
tsh i? /7a/ 描 描 （把万～在地上）
tsh u 151 1Jf癒
tsh UI) 151 寸 寸
tsh UI) Ill 春 春天

tsh u? /7a/ 稲谷

ts0j 8U 13aJ 醜 丑
ts0j e? /7a/ 漆 漆

tshw al) 13aJ 捨 拾
tshw ;:i? /7a/ 出 出

tshw e1 151 脆 脆 （破璃～）

dz a 151 j呆 洗 （～股、手）

dz al) Ill 稀 （～粥）

dz al) 13bl 荷台 骨骨

dz al) 161 十，....＿『・ 寸，..」．

dz au 121 阿

dz au 13aJ 盆

dz a? /7a/ 擦 擦 （～嘉子）

dz d 151 挟（ー～地）［量詞］

dz d 161 停 （島～在柄上）

dz EI) Ill 捧 捧 （～船）

dz EI) 121 砧板

dz ei 13aJ ~現
dz el) 161 纏 纏

dz e? 17bl 訴 子干裂

dz i Ill 妻妹

dz I 161 暢？ 鴫

dz iI) 13aJ 尖 尖 （声音～）

dz iI) 151 イ占 イ占

dz i? /7a/ 尺 尺子

dz '.)I) Ill !A （ー～草、樹）［量調］

dz u Ill 鼓

dz u 151 妊 赴

dz u 161 刀

dz ui 121 噴 噴

dz UI) 121 倒 （水）

dz UI) 151 錆 鈷 （～十洞眼）

dz UI) 161 根

dzj al) Ill 栴 称 （～肉）

dzj al) 151 秤 秤

d司 d 161 ↑自

dzj ;:iu 13aJ 早 早
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音価（ミエン語） 本字
語葉項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

d司 ;)U 151 磨（万）

dzj ;)I) 161 撞 磁、撞

dzw ai 121 膏 芥

dzw AI) 151 轄 回 （～来）

dzw ei 161 漂亮

dzw I Ill 姑父

s a Ill 疏 稀 （樹神得～）

s a 13al 敷 数（～ー数）

s a 151 嫁

s au Ill 抗摸 （失）

s a? /7a/ 娯虫公

s d 161 冬瓜

s ;)U Ill 書 二円

s ;)U 13al 立占

s d? /7a/ 濯 湿

s ei Ill 屍 p 

s e-1 151 試 t式
s el) 121 塾 （嘉子不穂、用木失～上）

s el) 13al 升 升 （量具）

s e? /7a/ 政 （～柴）

s i 161 七

s iI) Ill 身 身体

s iI) 13al iよ （～路）

s iu Ill 牧 牧

s i? /7a/ 赤 紅

s JI) Ill 霜 霜

s ui Ill 酸 酸

s Ul 151 綾 銭

s UI) Ill 隻 双（ー～挟子）［量詞］

s u? /7a/ 叔 叔父

sj al) Ill 新 新

sj al) 13al 想 想、

sj ;)U Ill 修 修（～公路）

勾 ;)U 13al τ，ム丁『・ 守（～着）

勾 ;)U 151 薫（畑～人）

sj ；）＋日 13al 選 挑 （～迭）

sj ;)I) 151 信 相信

sj d? /7a/ a快

SW a 13al 唆 （～狗）

SW al) Ill 類？ 胡須

SW AI) Ill i可
SW AI) 151 被子

SW d? /7a/ 擦（徐抹）

SW ei Ill 輸 輸 （～了銭）

ti;; a Ill 套（～上外衣）

ti;; a 13al 俵 偲

ti;; a 151 架 柄 （一～卒子） ［量詞］

ti;; ai Ill 街 街

ti;; ai 13a! 解 脱 （～衣）

ti;; ai 161 痩

ti;; au 151 蛋
ti;; au 13al 路

ti;; al) Ill 頚 頚

ti;; al) 121 腸 肪
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音価（ミエン語） 本字
語彙項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

t(;; aIJ /3/ 飲（～断木~)
tc a? /7a/ 剪

tc a /6/ 捲 捐

ti;; <ll) /1/ 金 金

tc al) /2/ 手領

ti;; al} /3a/ 緊 紫

tc ;;ll) /5/ 漢 汲族

t(;; "u Ill 香茄

tc au /3a/ 攪？ 凋句

ti;; au /5/ 旬 句

tG a? /7a/ 摘 摘（～朱花）

tc e /2/ 騎 蒻

t(;; i /1/ 交 交、父納

tc i /2/ 茄 茄子

ti; i /6/ 棋（猪～土）

tf;; iu /2/ 橋 析
t(;; II) /1/ 房岡
t(; ii) /3a/ 検 拾 (JJ-地上～起来）

tc i? /7a/ 隻 只（一～軽、抹）（鼠詞】

ti;; JI) /1/ 熱（天～）

tc u /2/ 伯母

tc u /3a/ 狗 狗

t~ UIJ /1/ 尤
tG UI) /2/ 桔 梧
t(;; Ul) /6/ 牡 肥

ti;; u? /7a/ -'--
ノ‘

tcw a!) /1/ 斤 斤【量詞］

tc;;w aIJ /3a/ 廣 寃

tcw ei /1/ 田螺

t(;;W i /5/ 過 近（～河）

ti;; h a /5/ 跨 跨（～近河洵）

tc h au /3a/ 巧 巧

tc h au /1/ 垢 垢（一～田）【量詞］

t~ h au /3a/ 攪？ 拌

tG h al) /1/ 牽 牽

tc h ei /1/ 群（一～聘、牛）［量詞］

tc h e!J /51 欠 訣少
ti;; h e? /7a/ 客 客人
t(;; h I /5/ 氣 気（他～人）

tG h w AI) /5/ 勧 功
tc h w I /1/ 涯 区

砧w i /3a/ 取 取（～銭）

dz a /5/ 凩

d~ a 151 教 教（～お）

dz, al) /2/ 塘

d~ al) /3a/ 血

d名 aIJ /5/ 淡

d., AI] /6/ 謄 埴壁

dz a /6/ 桐（粥～）

dz au /3a/ 蛸蚊

d乙 au /5/ 鋸 鋸子

d~ e I) 151 曖

d~ i /6/ 下 下（～去）

d,l, ii) 12/ 嫌 嫌
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音価 （ミ エン語） 本字
語彙項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

dz il) /3a/ 刺

di; ii) /6/ 点（～灯）

d~ i? /7a/ 剪子

dz, u 151 粽子

d<'- u /6/ 濁 滓（～油）

d~ UI) /2/ 叫（老虎～）

d~ Ul) /5/ 叫 （狗～）

d~ Ul] /61 捲 巻（～袖子）

d:/l,W al) /1/ 光 ヮ古

IJ. a /2/ 芽 芽

Il, au /1/ 猟（～住）

几 au /5/ 敏（～着眉~)

几 al] /1/ 娘？ 捜

rJ. ;}U /2/ 裂

Il. al) /6/ 
， 

吃

lJ. e? /7a/ 栓（～住牛）

IJ. I /1/ 染 侍染

IJ. i /2/ 鶉 賠

IJ. I /3叫 崖 崖

Il. I /5/ 背（～着弁包）

I1. ii] /1/ 神子

IJ. ;) /2/ 弱 弱

几 J /5/ 乳 妨

11, :JI) /1/ 爬（虫在地上～）

IJ. :J? /7a/ 爬（～柑）

fl u /6/ 日 太阻（晒～）

IJ. UI) /3a/ 萌芦瓜

Il. UI) /5/ 簸（～米）

IJ. UI] /6/ 染 染（～布）

IJ. u? /7a/ 捻（～胡痰）

IJ.W al) /2/ 銀 銀

IJ.w al) /6/ 譲 辻 （～他吃）

lJ.W a? /7a/ 折 （～畳）

I¥w a? /7a/ 掠跳

k a /3a/ 借（～銭）

k al) /1/ 甘 甜

k al) /3a/ 趣 赳（～忙、果）

k a? /7a/ 割 割（～栢子）

k au /1/ 姑 姑母

k al) /3a/ 盗（～房子）

k c I] /2/ 内

k el] /1/ 虫

k el) /2/ 山

k :) /5/ 埒 大伯子、 夫兄

k JI] /1/ 眸 （一～雨） ［量詞】

k ::JI) /3a/ 講 悦

k JI) /5/ 虹 虹

k u 151 老

k UI) /3a/ 砥巳 邸目

kw a Ill 瓜 瓜

kw ai /5/ 怪 怪

kw al) /6/ 倒（把水～悼）

kw a? /7a/ 利 利（～皮）

9 郎 (2011:310-311)では 「鮎」の可能性が指摘されている。
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音価 （ミエン語） 本字
語葉項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

kw Al) Ill 開 美（～門）

kw Al) 161 屯悼

kw ei Ill 蹄 旧 （～他管）

kw ei 161 脆 脆

kw el) 13a! 甘東

kw il) 121 濠 特、議功 （～卒給）

kw J Ill 耳 兄

kw J 151 寄 兄
kb au 151 鋳 傍
kh al) 151 熔 （供～）
kh au Ill 枯 枯 （干～）
kh au 13a! 古一争＋・ 辛苦

kh il) Ill 倒 （政～）
kb J 151 諜 課

kh Ul) Ill 倒 （～水）
khw ai Ill 開 升 （～内）
khw ai 13a! 塊 挟 （一～豆腐） ［量詞］
khw ai 151 塊 挟 （ー～地）｛量詞］
khw al) 151 娃（～在靖上）
khw a? /7a/ 窟 洞

g a 13bl 稲草

g ai Ill 干（衣服～）

g ai 13bl 尿

g ai 151 叫 （公潟～）

g au 151 敵 敵 （～門）

g al) Ill 1田古 茅

g al) 13a! 揺功 （～材）

g a? 17bl 渇 渇

g ei 151 晴 （老鼠～）

g JI] Ill ノ凸色、 ノ白会、

g u 13a! 丈夫

gw ai Ill 開 ヲ干 （～会）

gw ai 151 政（～柴）

gw a? 17bl 扶 訣 （万～口）

。 a 161 蓄 岐 （狗～人）

。 ai 151 F家民： 愛 （～喝）

日 au Ill 鈎 鈎 （～住）

η al) 13a! 障。 a? /7a/ 座 圧 （用石失～）

日 Al) 121 牛 牛

l)W a Ill 瓦 瓦

。w ai 161 －コ..... ι ’ コι。 a? /7a/ 政 （～樹）

？ a 13a! 掲？ 劫断

？ a 151 口 （凡～仮）［量詞］

？ ai 13a! 媛 ｛丘

？ au Ill 極？ 妻子

？ al) Ill 放 （～長上）

？ al) 151 曇 晩

？ a? /7a/ 鴨 鴨

？ Al) Ill 巧名品司． 祖父

？ ei Ill 依 依

？ ei 13a! 椅 椅子

？ ;)I) Ill 陥（～下去）
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音価（ミエン語） 本字
語葉項目（漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

？ コ？ /7a/ 悪 悪（凶～）

？ u /3a/ 那里

？ Ul 151 隈 隈 （～潟、猪）

？ ui 161 曾 会（汗～）

？ Ul] Ill im¥. 暖和

j ai 121 肱

j al) 121 千子 走

dU Ill 弟弟

dU 121 t由 漆（～嘉子）

di] Ill 在（～家）

di] 151 浸（水～田）

d? /7a/ 一
？ i Ill 我

？ ii] Ill 閤 岡、弱

？ ii] Ill 苦（～的）

？ ii] l3bl 蓋（～偶蓋）

u 161 溶（～化）

UIJ Ill 養 生（～該子）

j UIJ 121 羊 羊

j Ul] 161 件 件［量詞］

w ai 161 壊 杯（～的）

w Al] Ill 水

w Al] 121 黙（～粥）

w Al] 151 B自 芙（～住潟）

w d? /7a/ 担（～脚）

w ε。 121 横 横（～着木失）

w ii] 161 村子、葉子

jw al) Ill 秩 秩

jw al) 121 黄 黄（～色）

jw al) 151 小渓

jw al) 161 脱 （蛇～皮）

h a 121 還 迩（～浸来）

h al) 161 汗 汗

h AU 161 芋 芋＊

h Al] 161 巷 巷

h dU 151 櫛 株子

h d? /7a/ 喝 喝

h E 161 狭 ?t' 王
h EI] Ill 車重 経

h EI] 121 何 何、嚇

h EI] 151 ｛良 ↑虫

h e? /7a/ 嚇 日下 （～人）、 害｜由

h コ 12/ i』l i』l 

h u Ill 厚 厚

h u 13al 破（衣服～）

h u 161 皐 学（～倣工）

h UIJ Ill 香 祭杷焼的香

h i Ill 自（～仮、盛仮）

h ii] 121 嵐 扇

hj al) 151 興 旺（火～）

hj d 161 /¥. 

hj UIJ Ill 環 耳杯

hw aI 161 堂Eヨ三 害（～人）

hw ei 151 稀 稀（～粥）
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音価 （ミエン語） 本字
語嚢項目 （漢語）

声母 韻母 調類 （漢語由来の場合）

hw iI) Ill 圏 第 （～辻去）

同w al) Ill 知F 多

吋w 151 歪 歪（噴～）

無し m 13al 不 （～去）

5.終わりに

本稿で示 した語形はいずれも音韻処理を行っていない。音素を立て、音韻体系を明らかにする作業は、

今後語葉調査が継続され、音節表の作成とインフォ ーマントによる音節表の確認が実現した後に初めて

可能になる。

また、匪源方言内部には個人差が存在しているようである。鳴運古氏と越付佑氏、 J馬栄草氏の聞には

音声面で少し違いが見られることを付言しておきたい。
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